
加太観光協会
住所／和歌山市加太1067　　
電話／073-459-0003

「もともと３つの山がありました」と語るのは加太観光協会の会長・
稲野雅則さん。海の環境を保全するためには、森と山の自然を守
らなければならないと2007年に〝海と山と加太プロジェクト〟を開
始。森林公園でアジサイの植樹祭を企画すると、多くの賛同が得
られ、18回目を迎えた今年、植えた紫陽花は10800本にも達した。
地元小学生にも故郷の自然の大切さを伝えるとともに、受光間伐
なども行い、加太の森はあるべき姿を取り戻しつつある。加太の
自然は、漁師さんたちだけでなくそこに住む人々にとってもかけが
えのないものとなっている。

アジサイの植樹で〝魚つき林〟を守り　
こどもたちの郷土愛を育む取り組み

加太漁業協同組合
住所／和歌山市加太1271-2　
電話／073-459-0062 　
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は
豊
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山
、川
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、そ
し
て
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と
漁
師
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が
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が
っ
て
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ま
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垂
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。
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。
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入
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て
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取
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た
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図
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た
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め
な
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。

　

伝
統
的
な
漁
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け
継
ぎ
な
が
ら
、

休
漁
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ど
独
自
の
ル
ー
ル
を
築
き
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守
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と
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っ
て
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続
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な
取
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組
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は
昔
か
ら
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わ
る
こ
と
な
く
引
き
継

が
れ
て
い
る
。

❶加太沖には、船同士がぶつかりそうなぐらい狭いポイントに多くの漁船が集まる。❷この春から研修中の泊里充浩さん（右）。
「体力も必要だが、自分の努力次第で結果が変わる」と語る。❸一本釣りといっても竿は使わないことが多い。加美さんの 右 手

人差し指にかけられた釣り糸に当たりが来た瞬間、左手で操縦を行いながら、糸を手繰り寄せる。❹仕掛けや疑似餌は漁師
それぞれが自作する。環境問題も考慮し、加太では撒き餌は禁止。❺ひじきなど天然の海藻類は豊富に獲れるが、資源保護
のため収穫時間や収穫量もみんなで決めている。❻収穫後すぐに行うひじきの加工も、阿吽の呼吸で次 と々進められていく。

釣り上げられた真鯛はすぐにデッキ下の生簀に。

【加太・一本釣りの真鯛】
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こ
の
広
い
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に一
本
の
糸

ま
る
で
魔
法
の
よ
う
な

漁
法
の
系
譜

WAKAYAMA

右手に釣り糸、左手にはアクセルレバーと小さなダイヤ
ル状コントローラーを操る。漁と操縦の両方の技術が
必要になるが、魚の反応が竿より速くわかるという。
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